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● はじめに

ライバルが昇格したとします。それを知った人はさ

まざまな反応をします。例えば、その情報に対して、賞

賛するかもしれませんし、マイナスの反応をするかもし

れません、または無関心を装うかもしれません。情報に

対して反応をする行為が、時に、本当の気持ちとはまっ

たく逆の場合があります。しかし現実的に、それを証明

することは難しいことです。

何故そのような逆の気持ちをOutputしなくては成
らなかったかを、自分で意識したり、他者から知られた

りすることは稀です。それを明らかにできるような手立

てはないのでしょうか。

● 心の安定を得る方法

ライバルと競っていた目標のポジションを、自分が

獲得できなかったことは、そこにいろいろないきさつが

あったにせよ一応然るべき結果に収まった状態です。こ

のような場合 自分にとって満足できない結果にどのよ
うに折り合いをつけるか、そのつけ方がその人の性格特

性ということになります。そのつけ方に、建設的な方法

と非建設的なものがあります。

建設的建設的建設的建設的建設的とはショックを踏み超えてまた頑張ることで

す。それは、自分の“こころの安定”を脅かすものを、取

り入れて、自分のものであるかのようにしたり、別のも

のに興味関心を向けて、自分の劣等意識を補おうと頑

張ったり、無害なものに置き換えたり、また、自分が理

想とする人の態度などを演じてみたり、合理的に納得で

きる理由づけをするなどして、プラスに変えていこうと

することです。

非建設的非建設的非建設的非建設的非建設的な態度とは、不安を引き起こす願望や羨望

が意識に上らないようにしたり、強いマイナスの感情を

反対のプラスの感情として表現したり、受け入れがたい

体験や辛い現状を、実際なかったかのように振る舞い、

鈍感を装ったり、葛藤や不安を身体症状に転換したり、

自分のなかにあるものを他人の中に見出してそれを非難

することによって、自分の罪悪感を軽減しようとしたり

することです。

● 行動を決める心の活動領域

（意識と無意識）

こういうプロセスが、Outputされた反応を解釈す
るときのものさしになります。これを精神分析用語で自

我防衛といいます。これらの防衛は（イラスト 1）で示
した反応を選択し、意思を決定する時に大いに関係しま

す。この時どの防衛が選択されたかによって、その人の

現実への対応傾向が読み取れます。自分を不安にし、不

快感や葛藤や、満たされない欲望を、いろいろな方法で

解決しようとします。いつも思った通りに成功するわけ

ではありません。仕方なく、非建設的な方法で解決しよ

うとすることが多くなりますと、“こころ”は満たされ

ない状態になります。“こころ”が満たされない状態に

人間は大きく左右されるのです。不安にさせる願望や衝

動を意識しないで済まそうとする自我防衛を用いて、心

の安定を保とうとします。

そういう願望や衝動がプールされている場所を、無

意識領域と呼びます。実はこの無意識領域に我々は支配

されているということができます。
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この“無意識”を明らかにすることが、新しい自分と

の出会いにつながります。

では“無意識”はどのようにして明らかにすること

ができるのでしょうか？

それは、性格検査で知ることができます。性格検査

は性格をどのように捉えるかによって手法が違うために

4種類に分かれます。（イラスト 2参照）

2

3
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それぞれの目的によって、これらの中からテストの

組み合わせが決まり、単独で実施されることは稀です。

そこで得られた結果を（イラスト3参照）のように解釈
して本人にフィードバックします。

性格検査は、被験者が刺激として Inputされたテス
トの課題をどのように知覚し、処理したかを、Output
された行動や表現を手掛かりにして推測し、その人の意

思決定過程や反応の傾向を明らかにするための道具とし

て用いられます。（イラスト 1を参照）

● 性格の違うこと

反応選択、意思決定の経路は人によって違います。

それは、これまでに反応（実行した行為）が自分にとり、

どの程度満足な結果をもたらしてくれたかという経験に

よって、経路が形成されるからです。この部分の機能の

違いが、その人の個性、その人らしさ、ということも出

来ます。この経路が健全に機能しない場合に、いろいろ

日常生活で支障が起こる要因になります。

このような障害を見つけだすための方法として研究

され、考案されたのが、性格検査の最初の出発でした。

その後、改良されて今日に至っています。近年は、臨床

場面で障害の程度を見極める道具としてだけではなく、

広くその人の持っている対人関係のありさまなどを明ら

かにすることで、個性を活かす目的に活用されるように

なりました。人間は社会の中で、相互依存関係にあり、

与えられた条件や環境のなかで、個人の個性が事を成す

ときに大きく影響するからです。
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● 自分を写す鏡

性格検査はその人自身を写す鏡といえますが、一面

のみを写す平面鏡ではなく、多面的な像を写す三面鏡に

たとえることが出来ます。鏡に映る自己像は、いろいろ

な経験をとおして出来上がったものですが、人は表に出

る自分に、自分の理想を反映させようとします。また、

周囲の人に対しても“あなた”自身の姿に“あなた”の

理想像に近いものを見て欲しいと期待します。しかし、

現実にそうなることは多くありません。双方の像が近い

場合には、安心して状況を受け入れることが出来ます。

かけ離れている場合には、人間関係がうまくいかず、心

の中に不安が発生するのが普通です。

当然、不安の原因を他人や自分の中に探そうとしま

す。その結果、自分に非があるとし、自罰的に行動する

人と、原因を周囲の人が自分を誤解していることによる

とする、他罰的に反応する人とがあります。自罰的な反

応がもたらすデメリットは、自分の持っている能力を過

小評価し、自信を失い、持ち前の能力さえも発揮できな

くなることです。一方、他罰的に反応する人のデメリッ

トは、周囲の人間との軋轢にエネルギーを消耗し、持ち

前のやる気が失われることです。軋轢が生じるのは、他

人が視る自己像の中に、自分が嫌いで受け入れられない

面が含まれていて、それを抹殺するための一手段とし

て、他者への攻撃に向かうことと関係があります。

● 終りに

客観的な方法で自分を知ることは、ありのままの自

分を、好しとして受け入れることにつながり、更に、他

者との関係においても、相手に認識されている自分自身

を受容する力が増えることになります。そこで、自分で

ない自分を装い、他人の評価に過度に神経質になる必要

もなくなります。今まで認識できなかった自分の新しい

面を知ること、更に、認めたくない嫌いな自分を知ろう

とする行為は、大変勇気のいることです。しかし、その

見返りは、自分の欠点を克服するだけではなく、新しい

自分の良さを発見し、自分の世界を広げるきっかけにな

ります。


